
■ グループワーク

事例を通して在宅支援について考えてみよう
浜松医療センター がん看護専門看護師

小野田 弓恵先生

第10回 がん看護フォーラム21
Cancer Nursing Forum 21

医療の進歩に伴い、がんの生存率・治癒率は年々向上しています。しかしながら病状が悪化し、
在宅療養が困難となった場合は、自宅に帰りたい患者の思いを尊重した、適切な看護が求められます。
そのため看護師は、保険・医療・福祉の人的資源と財源が限界を迎えるなかで、看護師は‘病院が終
の棲家ではない’ことを改めて認識する必要があります。
そこで今回は、これからの地域連携をテーマに取り上げ、事例検討を通して学び、活発な討論をし

て日々の看護に役立てればと思います。
皆様におかれましてはご多忙中のこととは存じますが、ご出席賜りますようお願い申し上げます。

日 時 ：平成 28 年 7 月 2 日 （土） 13 時30分 ～ 17 時

場 所：浜松医療センター 3階 講堂

〒432-8580 静岡県浜松市中区富塚町328

総合司会 浜松医療センター 乳がん看護認定看護師 天野 一恵
浜松医療センター がん看護専門看護師 小野田 弓恵

■講演１ 患者の生活と治療を支える看護
～病院で働く看護師の立場から～

聖隷三方原病院 看護相談室 がん看護専門看護師
大木 純子先生

参加費として1,000 円を徴収致します。
がん情報局ホームページからのお申し込みにご協力お願い致します。
お車で来られる場合は、第3駐車場をご利用ください。

当日、駐車券と無料券を引き換えます。
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プログラム

こちらからも
申込できます

■ 講演２ 患者の生活と治療を支える看護
～居宅支援ケアマネジメントの立場から～

きちっと居宅介護支援事業所 主任介護支援専門員
佐藤 文恵先生

これからの地域連携


